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【目的】Preeclampsia(PE)は母児双方に様々な adverse effectを有するため、妊娠
産褥期において厳重な管理が必要とされる疾患である。その病態には凝固線溶系の障
害が関与し、胎盤虚血や血管内皮障害を引き起こすことが一因であると考えられてい
る。Annexin A2はアネキシンファミリーの一つで、細胞表面においてプラスミノー
ゲンと組織型プラスミノーゲン活性化因子(tPA)が共に結合する線溶活性増強因子で
ある。ヒト胎盤の絨毛細胞表面で Annexin A2の発現が確認され、正常妊娠の維持さ
らには胎児胎盤系における循環の確保に大きな役割を果たしていると考えられてい
る。さらに、低酸素状態と Annexin A2の発現との関連を示唆する報告もある。本研
究は状態の異なる PEにおける胎盤での Annexin A2発現を検討した。 
【対象】2010年 9月から 2013 年 6月に当院で周産期管理をした正常単胎妊娠、状態
の安定している PE (group 1)および急性増悪のため急遂分娩を要した PE (group 2)
を対象とした。 
【方法】胎盤絨毛での Annexin A2の発現を免疫組織染色し、Micro Analyzerを用い
定量化した。また、凍結標本から RNAを抽出し mRNA発現レベルを qPCRを用いて測定
した。統計学的解析には Kruskal-Wallis test及び Mann-Whitney U-testを用い、p 
< 0.05を有意水準とした。 
【結果】対象背景は、正常群:9例、group 1:6 例、group 2:7例であり group 2は group 
1に比し有意に血管攣縮症状が多く（p = 0.001）、正常群に比し児の出生体重が有
意に低下していた（p < 0.05）。免疫組織学的染色において、Annexin A2は絨毛細
胞の最外層に染色され、正常群と比較して group 1、group 2共に有意に強い染色を
認めた (group 1 p < 0.001, group 2 p < 0.001)。mRNAの発現は正常群と group 1
に比較し、group 2において有意な上昇を認めた。 
【結論】急性増悪を呈する PEでは胎児発育が阻害され、それらの胎盤では Annexin A2
の発現が増加していることが明らかになった。母体状態のみならず、胎児胎盤系の病
態にも Annexin A2が関与していることが示唆された。 
 
 
